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１．はじめに 

長年私がサッカーを行ってきた過程においておよ

そスポーツのポジティブなイメージと乖離した現場に

何度も遭遇してきたことから、私は「スポーツが社会

性を育む」ということに疑問を持った。そんな中で知っ

たのが広瀬一郎の「日本人はスポーツマンシップを

理解していない」という考察であり、ここに私の疑問を

解決する糸口があると考えた。そこでこれを基にして

「なぜ日本ではスポーツマンシップは理解されていな

いのか」それならば「スポーツマンシップ教育がなさ

れることの有用性は何か」という課題を見出した。この

課題を研究することが本論の目的である。 
 
２．日本におけるスポーツマンシップの欠如 

まず、なぜ日本ではスポーツマンシップが理解さ

れていないのかの考察を行ったのが第Ⅰ章である。

そこでスポーツマンシップの歴史を振り返ると英国で

はパブリック・スクールにおいてスポーツを通じて社

会性を教育することを目的にしていたことがスポーツ

マンシップの始まりだったようである。つまり、スポーツ

マンシップとはスポーツを通じて養われる社会性なの

である。 
しかし、日本ではスポーツは近代的な軍隊を早急

に作るために「体が強く、規律をよく守る」兵隊を育て

るという目的のために体育として受容された。その結

果、相手（チーム）を思いやるフェアプレーや、「友人

を大事にする思いやり」などのいわゆるスポーツマン

シップが欠如してしまったのだった。 
そして、それによる現代体育（スポーツ）が抱える問

題について考察したのが第Ⅱ章である。そこでは、近

代体育は実力主義をよしとする近代感情を形成する

役割を担っているが、そこではスポーツマンシップが

欠如してしまっているために勝利至上主義を助長し

てしまっているという問題が明らかになった。よって欠

如しているスポーツマンシップは教育されるべきもの

であることを導いた。 
 
 

３．スポーツマンシップ教育の有用性 
広瀬一郎は「スポーツマンシップを考える」の中で

スポーツマンシップはスポーツにおいて「ルール、相

手、審判を尊重すること」であると教育されるべきだと

述べている。より簡単に言えばスポーツマンシップと

は「尊重する」ということなのである。そして、この概念

は藤原正彦が「国家の品格」で述べている論理に頼

り切った近代の限界を解決するための「情緒力」にあ

たるものであり、スポーツマンシップ教育は近代の行

き詰まりを解決することができると考えられるのであ

る。    
また、「これまで体育教育が制度として十分機能し

てきたこと」と「日本人のスポーツ価値意識が精神性

にあること」という２点から先述したような内容だけで

はなく効率性の面でも有用であるということが言える

のである。 
 
結論 

スポーツマンシップとは、スポーツを通じて身につ

けることができる社会を円滑に動かしていく力、つまり

自分を取り巻く様々なものを「尊重する」ということに

他ならない。しかし、日本ではスポーツが体育として

導入されたことからこの 
徳目は受容されなかった。その結果、日本の体育

教育では勝利至上主義が蔓延し、本来スポーツによ

って養われるはずの社会性が教育されないばかりで

はなく、いじめの温床にまでなってしまっている。 
このような現状に対し、スポーツによって「ルール、

相手、審判を尊重する」ということを指導する、すなわ

ち日本におけるスポーツマンシップの教育は実社会

においても社会性を教育することができるのである。

また、これまでの体育教育の機能、日本人のスポー

ツ価値意識から効率面で考えてもスポーツマンシッ

プ教育は社会性の育成に有効であると考える。 
よって今後日本におけるスポーツマンシップ教育

については見直される必要があるのではないかと考

えられる。 

 
 


